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環境問題を考える上での重要なヒントとして、今まで当たり前にやってきたことが、当たり前で
なくなることを考えてみましょう。
空気を吸う、水を飲む、物を食べる、排泄する、散歩する、などなど
ゴミを捨てることも、人間生活を営む上で当然のこととして考えられてきました。しかし、人間が

ゴミを排出することは、環境に対してきわめて大きな負荷をもたらしていることを認識しなければ
なりません。
それでは、環境への負荷とは具体的にどのようなことを指すのでしょうか。そのためには地球

上での生態系についての基本的な認識を持つ必要があります。生態系についての簡単な説明
は以下の通りです。

生態系とは何か（物質循環システム）

牧草（生産者）

牛（消費者）

昆虫や微生物（分解者）

生態系の意味と構成員の役割

生産者（植物類）

無機の炭素や窒素を有機物に変換する能力を持つ。

（炭酸同化作用や窒素固定など）

消費者（動物類）

生態系とは、生物を中心とした物質循環システム

特に、炭素と窒素の循環システムが重要である。

　 炭素：炭水化物、脂肪、蛋白を構成する重要元素

　窒素：タンパク質に欠かすことのできない重要元素

植物が生産した有機物を栄養として、生命を維持する。

分解者（微生物類など）

生産者や消費者の排泄物や遺体に含まれている有機物

を無機物に変換し、生産者に必要な物質を供給する。

環境問題の本質とは、生態系に多くの負荷がかかり、物質循環が停滞することなのです。

人間が排出したゴミは、生態系の中では分解者によって分解され、物質として再利用される必
要があります。しかし、人の排出するゴミには、さまざまな種類のものが含まれています。それら
の中には、生態系の中で比較的簡単に分解されるものもあれば（たとえば生ゴミなど）、なかなか
分解されないもの（たとえばプラスチック類など）もあります。
したがって、ゴミ問題の解決にいわゆる３R（減少・再利用・リサイクル）が重要なのは、生態系を

守ること、すなわち環境の保全に必要不可欠のことなのです。

１） ゴミの減少のためには 資源の無駄遣いを無くす。
２） ゴミの再利用のためには さまざまな工夫にトライする。
３） リサイクルのためには ゴミの徹底した分別をする。

２． 生態系の中で、ゴミはどのような運命が待っているのか

３． ３Ｒを実践するためにはどのような心がけが必要か

１． ゴミの問題は、環境問題の重要な課題の一つである。


